
エゾノリュウキンカとミズバショウ

【エゾノリュウキンカ】 キンポウゲ科
低地から高山の湿った草原や水際に生える
全体無毛の高さ50～80㎝になる多年草
茎や葉の形がフキに似て湿地に生えること
からヤチブキの別名もある
漢字では「蝦夷立金花」と表し、その名の通
り黄金色の花が立ち上がって咲くことに由
来する
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2月中旬旭岳温泉の気候5月中旬旭岳温泉の気候

・気温：最高9℃/最低3℃
(2012～20年平均)

・天候の急変、路面状況に注意

毎年、この季節にな
ると湿地に咲き始
めるエゾノリュウキ
ンカとミズバショウ
が仲睦まじく咲い
ています。
黄色い花が特徴的
で可愛らしい印象
のエゾノリュウキン
カ、凛とした佇まい
が美しい印象のミ
ズバショウ。
撮影中、野鳥達が餌
を求めて近くへ降り
立つ場面もあり、湿
地は賑わいを見せ
ていました。
旭岳の春、到来です。

見晴台近辺や東川町内で見つけた花

■自然観察会・エコツアー

ツアー・イベント情報

発行：旭岳ビジターセンター
〒071-1472 上川郡東川町旭岳温泉
(℡)0166-97-2153
9:00～17:00／年末年始休業
レンタル(長靴/歩くスキー/スノーシュー)、登山や自然
情報案内、大雪山に関する展示、図鑑・資料 など
https://www.asahidake-vc-2291.jp/
Facebookもやってます

【ミズバショウ】 サトイモ科
山地の湿地や水辺に生える花茎の高さ
10～30㎝の大型の多年草
葉は花後に伸び、長さは1m程になること
もある
「水辺に生える芭蕉のような大きな葉をつ
ける」ことに由来する

旭岳ビジターセンターでは、定期的に自然観察会やツアーを開催しております。
最新の観察会やツアー情報は、こちらをご覧下さい。

5月に入ってもなお降雪がある旭岳温泉周辺ですが、気温が高くなる日もあ
り、急速に融雪が進むことがあります。
湿地近辺は、木々の周りだけでなく思わぬ箇所に陥没があり、踏み抜くと1ｍ
近く落ちることもありますので大きく迂回する等、撮影や散策の際には
細心の注意が必要です。

【エゾエンゴサク】 ケシ科
低地に生える高さ15～20㎝になる多年草
地下に球形の塊茎がある
花の色は水色・青・紫・赤紫・白など変化が
多い

【エゾムラサキツツジ】 ツツジ科
山地の明るい林内などに生える高さ１～３ｍ
になる落葉低木で東川町の町花である
花は小枝の先に数個かたまってつき、
葉は表面に光沢がある


